
 

１.  久慈地域の情報  

○令和３年度久慈地域ほうれんそう若手生産者研修会

の開催について 

・ ・ ・ １ 

若手生産者向けほうれんそう研修会を開催します。奮ってご参加

ください。 

 

 
 

○雨よけほうれんそう出荷販売額コンクールについて 別 添 

単価の高い夏期により多く出荷して、販売額ＵＰを狙っていきま

しょう！ 
 

  

○久慈地方就農相談会 別 添 

近所やお知り合いの方で、就農を考えている人はいませんか？就

農相談会は毎月第２水曜日に開催していますので、身近に就農を考

えている人がいましたら、お声がけください！ 

 

 
 

○普及現地情報 ・ ・ ・ ２ 

「１年ぶりに４月のほうれんそう栽培指導会を実施しました！」  

「異なる栽培方式から学ぼう！菌床しいたけ視察研修！」  

  

２.  お知らせ  

○新しい営業許可、届出制度が始まります！ ・ ・ ・ １ 

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の準備はお済みですか？  

  

○クールワークキャンペーン 

 –熱中症予防対策の徹底を図ろう- 

・ ・ ・ ４ 

 ５月からクールワークキャンペーン期間に入ります。日常の健康

管理から徹底し、熱中症予防を行いましょう！ 

 

  

○春の農作業安全月間（４月 15日～６月 15日） ・ ・ ・ ６ 

全集中 ゆとりの呼吸で 安全作業  
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令和３年度久慈地域ほうれんそう若手生産者研修会の開催について 

管内のほうれんそう若手生産者の単収向上を図るため、久慈地方農業農村活性化推進協議会では、「久慈地域

ほうれんそう若手生産者研修会」を開催します。 

今年度予定している研修会の内容は以下の通りです。 

回 開催日時 内容 講師 

第１回 5 月 27 日（木） 【相互圃場視察巡回】 

・船渡憲一氏圃場（久慈市侍浜）及び長坂友太氏

圃場（久慈市戸呂町）の視察 － 

第２回 ８月下旬 【座学&意見交換会】 

・各病害虫の特徴や防除方法について 

・講義を受けて意見交換 

岩手県 

病害虫防除所職員 

第３回 ２月下旬 【座学&意見交換会】 

・ほうれんそう各品種の特徴・管理について 

・夏期の栽培管理について意見交換会 

種苗メーカー 

（タキイ種苗、サ

カタのタネ） 

※注意：研修内容については、コロナウイルスの情勢等に応じて変更する場合があります。 

新規にほうれんそう栽培を始めようとする方も参加を歓迎します。各回の開催前に研修の詳細を通知しますの

で、参加希望の方は普及センター産地育成課及川までご連絡ください。 

 

令和３年６月１日から新しい営業許可、届出制度が始まります！ 

 

 

  令和３年６月１日より、新しい営業許可、届出制度が始まります。新設営業許可には、新たに漬物製造業な

どが、届出制度には野菜類販売業、果物類販売業などが対象です。新設業種、届出は申請までに猶予期間があ

りますが、業種に応じて異なる場合がありますので詳細は最寄りの保健所にてご確認ください。 

また、営業許可、届出業種ともに、食品衛生責任者の設置と HACCPに沿った衛生管理が義務となります。

HACCPに沿った衛生管理は、令和２年６月１日施行、令和３年６月１日から完全義務化されます。 

なお、小規模経営体等は業界団体が作成した手引書に基づき衛生管理計画を作成し、実行することとして良

いとされています。今一度、HACCPに沿った衛生管理のポイントをおさらいしましょう♪ 

HACCPの考え方を取り入れた衛生管理のポイント 

１ 業界団体が作成した HACCPに沿った手引書を手に入れる。 

    厚生労働省の HPよりダウンロード可能です。 

右 QRコードから読み取ることもできます。 

２ HACCPに沿った手引書内の衛生管理計画書などを参考に、自分の衛生管理計画書を作成する。 

３ 日々の衛生管理を記録する。 

 

まずは上記３点を抑え、HACCPの考え方を取り入れた衛生管理を実践しましょう。その他詳細については手引

書をご覧の上、実行してください。手引書の入手方法が不明な場合は、普及センター地域指導課小原までお問

い合わせください。不明な点がある場合は、最寄りの保健所にお問い合わせください。 

第１回の参加については締め切りました 

令和３年度久慈地域ほうれんそう若手生産者研修会の開催について 



普 及 現 地 情 報 

令 和 ３ 年 ５ 月 1 9 日 
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１年ぶりに４月のほうれんそう栽培指導会を実施しました！ 

 

コロ ナ対 策 のた め 昨 年度 は、

４月 の ほ う れん そう 指導 会 を

見送 りま し たが 、今 年度 は 感

染拡 大防 止 対策 をし っか り 行

い、１年ぶりに実 施しました。

指導 会は 、 ４月 15 日 ～ 23 日

に、21 会 場 で開 催し 、生 産 者

134 名が 出席 し ま した 。    

普及 セン タ ー か らは 、品 種

の切 替 時 期 、増 加し てい る ホ

ウレ ンソ ウ ケナ ガコ ナダ ニ や

べと 病等 の 病害 虫防 除対 策 に

ついて重 点的 に指 導しました。 

また 、久 慈 地域 のほ うれ ん

そう 出荷 量 の維 持を 目的 に 実

施す る 、「 雨 除け ほう れん そ う

出荷 販売 額 コン クー ル （ 久 慈

農業 活性 化 推進 協議 会主 催）」

につ いて 周 知し まし た。 コ ン

クー ルで は 、単 位面 積あ た り

の販 売額 上 位の 生産 者 に 、 副

賞と して 賞 金を 贈呈 する こ と

とし てお り 、 生 産者 から は、

「こ れま で 以上 に 作 付に 励 み

たい 」と 前 向き な 発 言が あ り

まし た。  

次回 の指 導 会は ６月 中旬 に

行う 予定 で あり 、 例 年高 単 価

の見 込ま れ る 夏 期の 生産 に 適

した 品種 の 作付 や高 温対 策 技

術に つい て 重点 的に 指導 し ま

す。  

 

▲ 洋 野 町 大 野 地 区 （ 阿 子 木 地 区 セ ン タ ー ） の

指 導 会 の 様 子 。 皆 、 マ ス ク を 着 用 し 、 密 に な

らな いよ う にし てい ます 。  
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令 和 ３ 年 ５ 月 1 9 日 
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異なる栽培方式から学ぼう！菌床しいたけ視察研修！ 

 

 菌床しいたけの栽培技術の

向上と情報収集を目的として、

久慈地域の菌床しいたけ生産

者３名が、二戸市の「株式会

社アグリードいわて」を訪れ、

視察研修を５月 12 日に行い

ました。  

 株式会社アグリ―ドいわて

では、８年前から、菌床をグ

ラスファイバーの棒 に通し、

それを吊るして発生を行う 吊

り玉方式の『全面発生法』に

取り組んでおり、併せて販売

先を開拓することで、高単価

での販売を実現しています。  

代表取締役社長の杉沢和

弘氏から、全面発生法の利点

や技術的特徴等の説明を聴き、

久慈地域の生産者は積極的に

質問しながら、熱心に意見交

換を行っていました。  

 「世間は厳しい状況だが、

久慈と二戸で、地域を超えて

協力しながら、菌床しいたけ

を盛り上げていきたい。」との

激励の言葉をいただきました。 

生産者からは「自分たちの

技術体系とは異なる栽培方法

を見て、大変参考になり、大

いに刺激になった。」とのこと

で、有意義な視察研修となり

ました。  

 

▲ 全 面 発 生 法 の 設 備 を 熱 心 に

視 察 す る 参 加 者  

▲ 特 長 的 な 吊 り 玉 方 式 の 全

面 発 生 法  
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１ 農薬の使用前には、以下の内容について確認しましょう！ 
   ・使える作物名 ・希釈倍率 ・使用量 ・使用時期 ・使用回数 ・使用方法 

・注意事項の熟読、必要な場合は防護装備の装着（保護メガネ、手袋、マスクなど） 

２ 農薬の使用後には、散布機の洗浄と記帳をしましょう！ 

・散布機の使用後は、ただちに洗浄しましょう。 

   ・使用した農薬名、日時、作物名、濃度や量などの生産履歴を記帳しましょう。記帳することで使用

回数や収穫できる日数の確認が可能となり、また使用基準を守っていることの証明になります。 

 

○家庭などでの安全管理の徹底 
事故防止には、日常の『声かけ』が大切です。

皆で事故に気をつけていくために、家族など周り

の人に作業場所と帰宅時刻を知らせることを徹

底しましょう。また、携帯電話を携帯し、連絡手

段を絶やさないことも大切です。 

 

○周囲に配慮した野焼きを 

野焼きを行う際には、周囲の環境を確認しま

しょう。強風・乾燥時の野焼きは非常に危険で

す。また、野焼き草をよく乾燥させないで焼却す

ると、白煙が大量に発生します。周囲に迷惑がか

からないように配慮をしましょう。 

○熱中症対策を十分に 

暑さに慣れていない時期や高温多湿なビニ

ールハウス内などでの農作業で熱中症になるケ

ースがあります。また、農作業中のマスクの着用

はそのリスクを更に高めます。水分、塩分補給

はこまめに行い、適宜休憩をとりましょう。 

＜スローガン＞           

 （４月15日～６月15日） 

農薬の適正使用について 

○作業環境の安全対策 
農業機械での作業は、事前の安全確認が重要で

す。農業機械の点検、ほ場の段差やぬかるみ、

周りに人がいないかなどの確認を行いましょう。

反射材や安全フレームを装着し、シートベルトの

着用を徹底しましょう。 

～いわてアグリベンチャーネット掲載記事の紹介～ 
いわてアグリベンチャーネットでは、毎月、各地域の農業情報をお知らせしています。 

【４月分の掲載記事】 

〇産地紹介：《ルポ・奥州》UAV(ドローン)と AI画像処理を活用した飼料用トウモロコシのクマ食害軽減に向けた新たな

取り組み ～金ケ崎町和光地区～  

〇人物紹介：《大船渡》人物紹介『奥村康太郎さん 伝統を守り、質にこだわる蔵人』 

〇『普及活動年報』 県内各地域の普及センターの取組を紹介します。 

下記の URL、または右の QR コードからご覧ください。 

https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/index.html 

 

久慈農業改良普及センターfacebook 公開中！ 
久慈寒次郎が、最新の情報や、HOTな情報をお届けします。 

下記の URL、または右の QR コードからご覧ください。 
https://www.facebook.com/岩手県久慈農業改良普及センター-581601925540151/ 


